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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成30年8月30日(2018.8.30)

【公表番号】特表2017-522298(P2017-522298A)
【公表日】平成29年8月10日(2017.8.10)
【年通号数】公開・登録公報2017-030
【出願番号】特願2016-575397(P2016-575397)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ 401/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/82     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/47     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/59     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ  401/00     ＣＳＰ　
   Ｇ０１Ｎ   33/82     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   14/47     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/59     　　　　
   Ａ６１Ｐ    3/02     １０２　

【手続補正書】
【提出日】平成30年7月18日(2018.7.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つ又は２以上の下記式の化合物を含有してなる組成物。
ＮＨＲ１’－（ＣＨ２）ｒ’－ＮＲ１’’－（（ＣＨ２）ｒ’－ＮＲ１’’’）ｓ’－（
ＣＨ２）ｒ’－ＮＲ７’－Ｚ’
　式中、Ｒ１’、Ｒ１’’又はＲ１’’’は、各々独立して、
【化１】

及び水素原子から選択され、
Ｒ１’、Ｒ１’’又はＲ１’’’のうちの少なくとも１つは、水素原子ではなく、
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ｎは、１から１０の整数であり、
ｒ’は、独立して１から１０の整数であり、
ｓ’は、１から１０の整数であり、
Ｒ７’は、水素原子又はアルキル基であり、
Ｒ１１’は、水素原子、アルキル基、又はアシル基であり、
Ｚ’は、ポリ（アミノ酸）免疫原性担体、非ポリ（アミノ酸）免疫原性担体、ポリ（アミ
ノ酸）標識部分、非ポリ（アミノ酸）標識部分、非標識ポリ（アミノ酸）部分、非免疫原
性担体ポリ（アミノ酸）部分である。
【請求項２】
　前記化合物の式において、ｓ’が１である、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記化合物の式において、Ｒ７’が水素原子である、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記化合物の式において、ｒ’が２である、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記化合物の式において、Ｒ１’が
【化２】

であり、Ｒ１’’及びＲ１’’’が水素原子である、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　前記化合物の式において、Ｒ１’及びＲ１’’が
【化３】

であり、Ｒ１’’’が水素原子である、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
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　前記化合物の式において、Ｒ１’、Ｒ１’’及びＲ１’’’が
【化４】

である、請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　前記化合物の式において、Ｚ’が、ウシ血清アルブミン、ウシガンマグロブリン、キー
ホールリンペットヘモシアニン及び卵オボアルブミンからなる群から選択されるポリ（ア
ミノ酸）免疫原性担体である、請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
　前記ポリ（アミノ酸）標識が酵素である請求項１に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記化合物の前記非ポリ（アミノ酸）標識が、（ａ）触媒をコードするポリヌクレオチ
ド、（ｂ）プロモーター、（ｃ）色素、（ｄ）蛍光分子、（ｅ）化学発光分子、（ｆ）補
酵素、（ｇ）酵素基質、（ｈ）放射性基、（ｉ）有機小分子及び増幅可能なポリヌクレオ
チド配列からなる群から、選ばれる請求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記非ポリ（アミノ酸）標識部分が、支持体と結合している請求項１に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記支持体が粒子である請求項１１に記載の組成物。
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